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平成２５年１０月１６日 

   

高度経済成長を牽引した川崎の地下大動脈の秘密を知る 

川崎市市民ミュージアム企画展 

「カワサキ・シティ」連動企画 

『特別臨時列車で行く  

武蔵野貨物線・梶ヶ谷貨物ターミナル』発売 
 

 

㈱日本旅行（本社：東京都港区、社長：丸尾和明）は、川崎市市民ミュージアムの開館25周年記念特別展「カ

ワサキ・シティ －日本を牽引する街－」と連動した旅行企画「特別臨時列車で行く 武蔵野貨物線・梶ヶ谷

貨物ターミナル」を発売いたしました。 

 

このツアーでは、日本の高度経済成長期に、貨物列車の需要が増加した際、山手貨物にかわる専用貨物線と

して1973年に開業し、今もなお、京浜工業地帯と首都圏を結ぶ、地下物流の大動脈として活躍する“武蔵野貨

物線”を、普段公開されていない武蔵野南線（府中本町－鶴見間）に、１８５系特急形車両（予定）を利用し

て体感していただけます。 

 

鉄道ファンのみならず、ファミリーなどの幅広い層の参加を 

期待し、“日本を牽引する街”川崎市の魅力を多くの方にお伝え 

する事で、地域の活性化に貢献いたします 

 

ツアーの内容は以下の通りです。 

 

１．商品名 

『特別臨時列車で行く 武蔵野貨物線・梶ヶ谷貨物ターミナル』 

 

２．設定日 

 ２０１３年１２月１日（日）日帰り／昼食付 

 

３．商品概要   

行程： 

・川崎市市民ミュージアムの学芸員による『武蔵野貨物線特別 

ガイダンス』の後、武蔵中原駅より乗車。 

・武蔵中原駅（11：28）⇒立川駅⇒府中本町駅＜武蔵野貨物線＞ 

⇒梶ヶ谷貨物ターミナル（12：50～13：14）⇒鶴見駅⇒浜川崎駅 

⇒尻手駅⇒武蔵中原駅（14：38） 到着後、解散。 

※詳細はパンフレットにてご確認ください 

 

旅行代金（お一人様）： 

大人（中学生以上）：４，２００円／子供（小学生）：３，５００円／ 

子供（３～５歳）２，４００円※お弁当は付きません。 

 

 

〒105-8606 東京都港区新橋2-20-15 

           新橋駅前ビル1号館 

TEL 03-3572-8180 FAX03-3289-5466 

株式会社日本旅行 広報室 

地下物流の大動脈として活躍する   

武蔵野貨物線・梶ヶ谷貨物ターミナル 

 



 
 

４．募集人員 

３００名  

※最少催行人員 ２００名 

 

５．想定するお客様 

鉄道ファンのみならず、高度経済成長期の昭和の日本を懐かしみつつ、郷愁とともに旅を楽しめる活動的な年

配層を中心としたファミリー層など、幅広いお客様にお楽しみいただける企画です。 

 

 

６．お申込み  

日本旅行 横浜支店でお申込みできます。 

※他の店舗等ではお申込みできません 

※詳細はパンフレット又は専用ホームページにてご確認ください。 

 

  ■下記のホームページでも詳細がご覧いただけます。 

   http://www.kawasaki-museum.jp/pdf/kcity1201.pdf 
 

 

 

川崎市市民ミュージアム 開館25周年記念特別展  

「カワサキ・シティ－日本を牽引する街－」 
 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

  ■川崎市市民ミュージアム 開館25周年記念特別展「カワサキ・シティ－日本を牽引する街－」の 

詳細は下記のホームページでご確認頂けます。 

   http://www.kawasaki-museum.jp/25museum/03.html 
・会期：2013年10月12日（土）～12月15日（日） 

開館は9：30～17：00（入館は16：30まで）※月曜休館日（月曜が祝日の場合は開館。翌日休館） 

・会場：川崎市市民ミュージアム企画展示室１ 

・観覧料：一般800円 65歳以上・大学・高校生600円 中学生以下無料 

 

 

以 上 
 

 

 

 

 

川崎市市民ミュージアム 開館25周年記念特別展  

「カワサキ・シティ－日本を牽引する街－」 
現在、人口 140 万人を超える都市・川崎は、近代以降産業都市として発展してきまし

た。特に臨海部は、京浜工業地帯の中核として、高度経済成長期にはまさに原動力と

して日本を牽引しました。そして、現在も都市・川崎は歴史的景観と先端技術が共存

し、環境先端都市として日本をリードしています。本展では、現在の川崎を見つめ、

産業都市としての川崎の形成過程とその発展をさぐるとともに、その未来を考えたい

と思います。（川崎市市民ミュージアムＨＰより抜粋） 


